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名 前 CA VAN S lIE （カバンサイト）／力バンシ石 

化学組成 Ca(VO)Si401~ ・ 4H20 

色 青色 

ガラス光沢 

ケイ酸塩鉱物 
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せき 

カバンシ石田 
なし 

淡青色 
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男 開 明瞭 男開は明瞭で、ハンマー 

でたたくと不平坦な断口 

を示す。 
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か
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『一ロ 」断 

比 重 こ 2.2 - 2.3 

主に玄武岩や凝灰岩 

中に生成する。 

吾 

ペンタゴン石と 

結晶は青色で、ガ 

ラスのような光沢 にある。 つけると淡い青色の条 

を持つ。 痕が残る。 

束沸石にともなって生成 

した微細な青色の力バン 

シ石。インド産。 



ケイ酸塩鉱物 
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鮮やかな青色結晶 

カバンシ石は、アメリカのオ 

レゴン州マリュール郡にあるオ 

フイヒー湖州立公園で発見され、 

1973年に独立種と認められた。 

結晶は柱状または板状であらわ 

れることが多いが、放射状の集 

合体を形成することもあり、主 

に玄武岩や凝灰岩中に輝沸石や 

束沸石などをともなって生成。 

鮮やかで印象的な青色は、成分 

中に含まれるバナジウムによる 

もので、バナジウムを含んで同 

じような青色であらわれる鉱物 

には、ペンタゴン石や魚眼石な 

どがある。ちなみに、「カバン 

シ石」 という鉱物名は、主要な 

成分であるカルシウム、バナジ 

ウム、シリコンを組み合わせて 

名づけられた。 
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▲微細な板状結晶の放射状集合体で生成したカバンシ石。 

ペンタゴン石と同質異像 

外見がよく似ている力バンシ石とペンタゴン石は、化学組蔵が全く同じで結冨構造 

が異なる同質異像の関係にある。両者を見分けるには、結晶の形状を観察すると良い。 

通常、力バンシ石は柱状や板状をしているが、ペンタゴン石は設冨して星のような形 

の五角柱状になっていることが多い。 

主な産地 

インドエ 
きんこう 

ムンパイ近郊の 

プーナ地区とワゴ 

リで産する。 

アメリカ 要 
オレゴン州マリユー 

ル郡が原産地。 

、 

 ノ 

ち みつ か昌,・ 

ト織密な塊になった力ノく 
令ハ J 一 

ンシ石の分離結晶。 

●カバンシ石は束沸石にとも 

なって産することが多い。 


